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学生募集時期等にかかる確認事項の変更について（通知） 

 

 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

  当協会の事業運営につきましては、日ごろから、ご協力賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、大学入学者選抜にかかる入試区分、募集時期については、すでに高等学校教育改

革、大学教育改革、大学入試改革を通した高大接続システム改革に関する最終報告を踏ま

え、大学入学者選抜実施要項の改正内容が、文部科学省から通知されています。   

 当協会では、生徒の進路選択及び高等学校、高等専修学校における進路指導等に混乱が

生じないよう、今後の対応について、業務執行理事会及び理事会等で議論を重ね、また、

関係者の意見も聴取するなどして協議・検討してまいりました。（検討経過：別紙） 

 また、高等学校等からの進学については、近隣地域との同一歩調も重要と考え、南関東

ブロックの各県協会とも協議し、適用時期は異なるものの、同じ方向で取扱うよう確認を

いたしました。 

以上のことから、学生募集時期等にかかる確認事項について、下記のように変更いたし

ます。各専門学校におかれましては、このたびの、変更の趣旨をご理解いただき、確認事

項の取扱いにご協力をいただくよう、よろしくお願いいたします。 

  

記 

１ 入試区分 

  入試区分は、ＡＯ入試、推薦入試、一般入試を基本とする。 

２ 令和３年４月以降入学者の入学願書受付等に関する確認事項(下線が変更部分) 

 （１）ＡＯ入試の登録開始については、６月１日以降とする。 

（２）ＡＯ入試の入学願書の受付については、９月１日以降とする。 

（３）推薦入試の入学願書の受付については、１０月１日以降とする。 

（４）一般入試の入学願書受付については、１１月１日以降とする。 

３ ＡＯ入試の実施等に関する留意事項 

(１) 各専門学校は、入試要綱（要項）の中にＡＯ入試に関する取扱いについて規定し、

公表すること 

（２）各専門学校は、育成人材像・学修成果（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成方

針（カリキュラム・ポリシー）、学生募集方針（アドミッション・ポリシー）を明確

化し、公表することに努めること 



（３）入学までの期間において、入学予定者に対し、入学後の学習に必要な基礎知識など

についての学習支援に努めること  

（４）各専門学校は下記「専門学校のＡＯ入試に関する運用基準」を遵守すること 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人東京都専修学校各種学校協会「専門学校のＡＯ入試に関する運用基準」 

（令和元年11月 29日改正） 

 

１ ５月３１日以前 

（１）各専門学校において入試要綱（要項）策定・公表 

学生募集方針（アドミッションポリシー）、選考方法、登録用紙（エントリーシー

ト）の作成など実施内容を規定する。 

 

２ ６月１日以降に可能な事項 

（１）登録確認 

   登録用紙（エントリーシート）の受付、本人の意思確認（※担任教諭または保護 

者の確認署名を求める） 

（２）ＡＯ入試の要件、適性などの確認 

   面接、体験授業等により志望の動機、適性を確認し、各専門学校、学科の特性にあ

わせて入学後の学習（教育課程、シラバス等）の理解を深める。 

 

※留意事項 

平成21年5月27日付け運用方針にある「ＡＯ入試の結果発表、内定書の交付」に 

ついては、出願、選考と誤解を受ける紛らわしい表現であり、運用基準上的確な表現

ではないため削除する。 

 

３ ９月１日以降に可能な事項 

（１）必要書類受領 

   入学願書、成績表など 

（２）入学選考料受領 

（３）最終選考 

（４）合格通知 

（５）入学納付金納入 

（６）入学許可証発行 

（７）入学前の学習支援等 

体験授業、聴講、Ｅラーニングなどを活用した入学後の学習に必要な基礎知識など

の学習支援・助言など 

  

※上記を実施する場合は、高等学校、高等専修学校等に対し連絡を行うよう努める。 

【本件問合先】 

公益社団法人東京都専修学校各種学校協会 

事務局長 真崎裕子 03-3378-9601 

 

 



別紙 

 

学生募集時期等の確認事項の変更にかかる検討経過 

 

【業務執行理事会・理事会・運営委員会・部会等での検討】 

○ 平成30年 12月 6日【業務執行理事会】において専修学校・各種学校にかかる諸課題の

うち、高大接続改革について、先行する大阪府専修学校各種学校連合会の取組（ＡＯ入

試の継続、同出願時期の見直しなど）を参考に検討することを決定。 

 

○ 平成31年 4月26日【業務執行理事会】において専門学校教育研究会の意見、審議経過

を踏まえ、「ＡＯ入試継続及び出願時期を1月繰下げ9月とする。」を原案（たたき台）

とすることを決定。 

 

○ 令和元年5月30日【運営委員会・理事会】及び11月22日【運営委員会・理事会】に

おいて、検討経過を報告、その後協議を行い了承された。主な意見は次のとおり。 

 

・専門学校の入試においては、適性や入学後の職業教育につながる学習へのアドバイス

に継続して取組んでいる現状からみるとＡＯ入試はぜひとも必要である。 

・専門学校の独自性を維持した入試方法であり、ＡＯ入試の日程変更も対応可能な内容 

で賛成である。  

・大学の総合型選抜はエントリー時期の決まりがない。専門学校側が不利にならないよ

うに注意し、運用も工夫する必要がある。 

・大阪と東京では高等学校側の意見など同じ状況ではないので確認する必要がある。 

・あくまで自主規約だが、強制力をどの程度にするか、違反校へのペナルティの扱いに

ついては、今後の検討課題である。 

・その他運用基準についての質問があり、出願前に内定等の決定は行わないと回答。 

 

【専門学校教育研究会等での検討】 

○ 平成31年 2月5日【南関東ブロック専修学校各種学校教育研究会】続いて平成31年3

月29日【専門学校教育研究会】を開催。近畿ブロックの取組内容について情報を共有、

専門学校の入試のあり方について意見交換を行った。 

 

○ 専門学校教育研究会に出席した高等学校関係者から、入試の名称も募集時期も大学と合

わせてほしいが、特に、学校からの積極的な情報提供に期待するとの意見が寄せられた。 

 

○ 上記研究会に先立ち、アンケート調査を会員校に実施。回答校の85％がＡＯ入試を実

施し、面接による志望動機、将来像、意欲の確認やオープンキャンパスへの参加など多

様な方法で、きめ細かな選抜が行われている現状を把握した。また、道府県協会に対す

るアンケート調査を実施、77％が申合せを実施、ＡＯ入試においては6～10月の受付・

出願時期であることを把握している。 

 

 

 



 

 

 

【南関東ブロック会議での検討】 

○ 令和元年7月1日【南関東ブロック会長会議】において、10月30日開催の南関東ブロ

ック会議にて、意見交換の上、決議事項等に反映することを決定。 

 

○ 令和元年10月30日【南関東ブロック会議】において、専門学校の入試のあり方のこれ

までの議論を踏まえ、ＡＯ入試の継続、大学入試改革との関係での出願時期の見直し、

ブロック単位での同一方向の取組など、近畿ブロックの事例などを参考に積み上げた検

討経過を踏まえた結論とすべきであるとの意見が出された。 

 

【高等学校の意見聴取】 

○ 令和元年8月29日【東京都高等学校進路指導協議会との意見交換】では、募集時期の

変更内容について原案を説明。高等学校側からは、問題は、ＡＯ入試は早期に決まるこ

とから、在学中の期間における入学前の指導などの内容を明確にすべきで、あわせて在

学している高等学校側にも周知すべきである。 

 

【結論】 

○ ＡＯ入試は、職業教育を行う専門学校として、適性、意欲、入学後の学習についてのア

ドバイスを確認できる入試方法であり、広く定着していることから継続する。 

  

○ ＡＯ入試の募集時期等については、登録時期は従来どおり6月1日とし、出願開始につ

いては、ＡＯ入試の趣旨、目的に沿ってより丁寧な選抜を行うことができるよう、また、

高等学校等における関係資料等の作成に配慮し、9月1日に変更する。 

 

○ ＡＯ入試を適切に進めるために、各専門学校は、育成人材像・学修成果、教育課程編成

方針、学生募集方針を明確化し、公表することが必要である。 

 

 

以上 


